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大森病院の概要
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■所在地 東京都大田区大森西6-11-1

■病床数 916床 （一般 880床）
（精神 36床）

■外来患者数 1日平均2061.3人（令和4年度）

■入院患者数 1日平均681.0人（令和4年度）

■診療科 37診療科
（総合診療・急病センター・他）

■職員数 2,066人（令和5年4月1日現在）
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羽田空港クリニック



基本方針
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1．医療を求めるすべての人々に真心をもって臨みます。

2．安全で質の高い医療を実践します。

3. 救急医療に対応します。

4．地域の医療機関・保健機関と協力しあいます。

5．高い技能を持つ心豊かな人材を育成します。

6．医療人としての倫理に基づいて先端医療を行います。

外国人医療も
含まれます



大田区の外国人状況
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羽田空港

中国

韓国

フィリピン

ネパール

ベトナム

台湾

米国

インド

大田区国籍別外国人

25034
人

大田区人口
全人口 740,034人
外国人 25,034人
（2023年1月1日現在）

表1.東京都区別国籍・地域別外国人人口（23区上位10区）

（2023/01/01現在）

総数（人）

区部 485,444 

1 新宿区 40,279 

2 江戸川区 38,446 

3 足立区 36,048 

4 江東区 33,391 

5 豊島区 28,933 

6 板橋区 28,372 

7 大田区 25,034 

8 北区 24,307 

9 葛飾区 23,925 

10 世田谷区 23,094 

※東京都総務局統計部外国人人口資料より



外国人患者受け入れ体制整備について
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組織体制
■医療安全部門 救急・災害総括部 教育企画管理部
■診療科
■中央診療部門
■中央施設部門
■看護部
■事務部

2018年4月 国際医療支援部門準備委員会設置

2019年2月 「ジャパンインターナショナルホスピタルズ」

（JIH）推奨を取得

2019年4月 「国際医療支援部」を設置

2019年6月 「外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関」申請

2019年12月 「外国人患者受入れ医療機関認証制度」

（JMIP）訪問調査実施

2020年2月 JMIP認証取得

2022年2月 JIH更新

2023年2月 JMIP更新

2022年4月 「国際医療支援部」 ➔ 「医療支援部」へ部署名変更



外国人患者受入れ体制
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外国人患者さんが安心・安全に医療を受けられるよう、

また職員も安心して対応できるよう国際医療支援部を設置（2019年4月）

体制：部長：医師

  英語通訳 2名 中国語通訳 1名（3名でシフト制）

事務員（医療コーディネーター） 2名

勤務：8：30～17：00（平日） 8:30～13:30（土曜日）

業務：1.外国人患者さんの受入れ調整

外国語による受診予約やインバウンド医療の受入れ調整

2.言語サポート

英語通訳2名、中国語通訳1名（3名でシフト制）

翻訳タブレットの貸出

3.翻訳及び院内環境の整備

院内表示や書類の多言語化

4.外国人患者に関する相談

緊急入院時の手続き、保険確認など



院内表示の多言語化
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院内案内図を英語・中国語併記へ



院内書類の多言語化
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英語・中国語で説明文、承諾書など作成 （診療申込書）



院内での運用
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院内周知

◆タブレット端末（メディフォン） 7台

◆ポケトーク 3台

◆外部医療通訳の手配

「医療安全ポケットマニュアル」全職員へ配布

「院内ネットワーク」

「通信の発行」



2020年度～2022年度 外国人対応件数
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国 20年度 21年度 22年度

中国 1403 2037 2201

ネパール 770 1022 1091

フィリピン 284 474 505

韓国 166 277 254

ベトナム 135 226 292

その他 1583 1708 1806

計 4341 5744 6149

国籍別外国人患者数



対応事例
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A.日本に旅行に来ていたイタリア人。ホテルで具合が悪くなり救急搬送され、

検査後に入院が必要となったが、当院満床のため転院した。

    タブレット端末の貸出➔イタリア語による医療通訳介入

B.数か月前に来日した中国人家族。夜に子供がぐったりしていたため、救急

 搬送され入院となった。日本語の話せる友人が付添っていたたが、診療の

 際にメディフォン医療通訳を利用。その後、病棟にて機械翻訳を利用して病

 棟説明をした。

 （夜間）防災センターよりタブレット端末の貸出➔中国語による医療通訳介入

Ｃ．モンゴル人男性。新聞配達中に乗用車と衝突事故で当院搬送となった。

日本語、英語はほとんど話せず、異国の地で不慮の事故による入院である

ため、タブレット端末を用いながら適宜リアリティオリエンテーションを行い、

混乱が起こらないよう対応した。

タブレット端末の貸出➔モンゴル語による医療通訳介入、機械翻訳にて生

活面の説明など



ご清聴ありがとうございました
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Wishing you 

healthy summer!!
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